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て論じ,それらを包括的に明確に述べている。特に保護者の声（voice of the parents）から学ぶ
ことの重要性が指摘されている。専門家中心主義ではなく,専門家と保護者の相互作用が包括的ア
セスメントに欠かせないことを示している。申請者は一貫して,アセスメントの背景としての保護
者支援を重視しており,「保護者の依頼によって行われたアセスメントの結果は，その保護者にと
って納得できるものとして受け止められてこそ，実際に子どもの発達支援に生かされる。そのた
めには，まずアセスメントを明示化していく必要がある。また，アセスメントから導き出された
ことを元に，実際にどのようなことから取り組むことが有効と思われるかという具体的な提案を
行うことが求められる。そしてさらに，アセスメントが実際に有効であったかどうかということ
は，保護者からフィードバックを得ることによって明らかにされ，それによってアセスメントと
いう心理臨床実践をさらに発展させていくことが可能となる。」ことへの実践的探求に基づいた論
述が評価された。 
 
以上により、審査委員会は本論文が博士（心理学）の授与に値するものと認めた。 
